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議案第６１号 

   唐津市教育委員会教育長の給与改定に係る意見について 

 唐津市職員給与条例等の一部を改正する条例制定について教育委員会の意見を求

める。 

  令和５年１１月２２日 提出 

唐津市教育委員会 

教育長 栗 原 宣 康     

 

 

提案理由  国及び佐賀県の給与改定に準じて教育長の期末手当を改定するに当た

り、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条に基づき、議会

の議決を経るべき事件の議案について市長から意見を求められたもので

ある。 
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議案第６２号 

   学校現場の業務改善計画の改定について 

 学校現場の業務改善計画を次のように改定するものとする。 

  令和５年１１月２２日 提出 

                     唐津市教育委員会 

                      教育長 栗 原 宣 康 

 

学校現場の業務改善計画 

 別紙のとおり 

 

 

提案理由  前回の改定から３年が経過し、その成果や課題を踏まえ、学校現場の

業務改善について、より実効性のあるものとするため、学校現場の業務

改善計画を改定するものである。 
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学校現場の業務改善計画（改定案） 

平成３０年５月策定 

令和２年 ２月改定 

令和５年１１月改定 

唐津市教育委員会 

 

１ 基本的な考え方 

 

 

 

 

 

２ 目標 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 公立学校の教師の勤務時間の上限に関するガイドラインにおいて、上限の目安時間は、１ヶ月 

の在校等時間の総時間から定められた勤務時間を減じた時間は４５時間である。 

※ 児童生徒等に係る臨時的な特別な事情がある場合の上限時間は、１ヶ月あたり８０時間を上限

とする。（教育職員の勤務時間の上限に関する方針） 

 

３ 取組の柱・進捗状況の点検 

 

 

 

 

 

 

 

  

 教職員が健康的に日々の業務に従事できる環境を整備することは、学校設置者の責務であり、

そうした職場環境こそが、知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を育成する質の高い教育を持続

的に実践していくための基盤となる。 

 教職員の時間外勤務の縮減を実現する。 

令和５（2023）～令和７（2025）年度までの３年間で、次に掲げる目標の実現を目指す。 

 

○ 業務改善の取組を促進し、３年後には、唐津市立小・中学校の教職員の月間平均時間外在校等

時間数を月４５時間以下とするだけでなく、月間の時間外在校等時間が１００時間以上とな

る教職員０を目指す。 

改善【Action】 

実行【Do】 

（１）長時間労働の解消 

（２）業務改善と環境整備に向けた取組 

（３）より適正な部活動の在り方に向けた取組 

（４）健康管理体制の充実 

４つの取組の柱【Plan】 

点検【Check】 

唐津市教育委員会 
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４ 目標達成に向けた具体的な取組  

取組の柱 市教委が行う取組 学校が行う取組 

(1)長時間労

働の解消 

①パソコンで記録する業務記録票を活

用し、時間外在校等時間の実態を把握す

る。 

②時間外在校等時間の一覧表を校長研

等で提示し、長時間労働の解消を呼びか

け、人事評価制度や学校評価と関連付け

て教職員の働き方に関する意識改革に

向けた取組を進める。 

③定時退勤日の実施を徹底するよう呼

びかける。 

④８月１２日～１６日の学校閉庁を実

施する。 

・管理職は教職員の在校等時間の実態を

正確に把握する。 

・職員会議の時間短縮と定刻終了に努め

る。 

・定時退勤日（週１日）の実施を徹底す

る。 

・長期休業中は、特に時間外在校等時間

の解消に努める。 

・休暇を取得しやすい職場環境づくりに

努める。 

(2)業務改善

と環境整備

に向けた取

組 

①学校を対象とする調査・会議を厳選す

る。 

②業務量や時間外在校等時間の削減に

効果があった取組事例などを各学校に

紹介し、業務の見直しを働きかける。 

③生活支援員、スクールカウンセラー、

スクールソーシャルワーカー、教員業務

支援員等を適正に配置する。 

④教育行政職の学校経営への参画推進

の環境を整備する。 

⑤１人１台端末や統合型校務支援シス

テム等のＩＣＴ活用を推進し、授業改善

や事務処理の効率化に努める。 

 

・学校行事や会議の精選・効率化に努め、

特定の職員に負担がかかることがない

ように校務分掌の平準化を図る。 

・外部の専門機関との連携・協力体制の

充実・強化を図る。 

・教諭等が行っている業務の一部を教育

行政職員等と分担し、教育行政職員の学

校経営への参画を進める。 

・統合型校務支援システムや校内ＬＡＮ

を活用し情報共有を充実させ業務の効

率化を図る。 

・１人１台端末の効率的な活用により、

効果的な授業を行うだけでなく、教職員

の業務改善に取り組む。 

(3)より適正

な部活動の

あり方 

①唐津市「運動部活動の在り方に関する

方針」及び「文化部活動の在り方に関す

る方針」を周知徹底し、適正な部活動の

運営を図るよう指導する。 

②保護者や地域に唐津市「運動部活動の

在り方に関する方針」及び「文化部活動

の在り方に関する方針」や「県下一斉部

活動休養日」「唐津市部活動一斉停止日」

の趣旨を周知し、部活動の過熱化を防

ぐ。 

・「学校の運動部活動に係る活動方針」及

び「文化部活動の在り方に関する方針」

を策定・公表し、より適正な部活動の運

営を図る。 

・毎月第３日曜日の「県下一斉部活動休

養日」と毎月第１または第２水曜日の

「唐津市部活動一斉停止日」の実施を徹

底する。 

・管理職は各部の活動内容・日数・時間・

休養日の現状を把握し、適正な運営を徹
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③部活動において、休日を中心に活動の

主体を地域へ移行すべく関係部局と連

携し、取組を進める。 

底する。 

・一つの部に複数の顧問を配置できるよ

う部活動の数の適正化に努める。 

・部活動指導員の活用や外部の指導者、

地域の社会体育活動を活用し教職員の

負担軽減を図る。 

 

(4)健康管理

体制の充実 

①医師による面接指導体制を充実させ、

面接指導を受けやすい体制づくりを行

う。 

②教職員のメンタルヘルス対策を推奨

する。 

③ストレスチェックを効果的に実施す

る。 

・管理職は時間外在校等時間が１ヶ月８

０時間から１００時間未満において、疲

労の蓄積が認められる教職員に対する

産業医等の面接指導を行う医師による

面接指導を奨励する。 

・管理職は時間外在校等時間が１ヶ月１

００時間を超えた教職員に対する産業

医による面接指導を受けた結果から必

要に応じ産業医等の助言を受け、就労環

境の改善に努める。 

・衛生委員会の議事内容を再検討し、職

場環境の改善につなげる。 

・悩みなどを相談しやすい職場の雰囲気

づくりに努める。 
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学校現場の業務改善計画新旧対照表 

旧 

（令和２年２月改定） 

新 

（令和５年１１月改定） 

２ 目標 

 

令和元（2019） 令和３（2021）年度までの３年間で、下に掲げる目

標の実現を目指す。 

 

○ 業務改善の取組を促進し、３年後には、唐津市立小・中学校の教職

員の月間平均時間外勤務時間数を月４５時間以下とする。 

 

 

 

４ 目標達成に向けた具体的な取組 

(1) 時間労働の解消 

市教委が行う取組 

①パソコンで記録する業務記録票を活用し、時間外勤務の実態を把握

する。 

②時間外勤務の一覧表を校 会等で提示するなど 時間労働の解消を

呼びかけ、人事評価制度や学校評価と関連付けて教職員の働き方に関

する意識改革を図る。 

 

２ 目標 

 

令和５（2023） 令和７（2025）年度までの３年間で、次に掲げる目

標の実現を目指す。 

 

○ 業務改善の取組を促進し、３年後には、唐津市立小・中学校の教職

員の月間平均時間外在校等時間数を月４５時間以下とするだけで

なく、月間の時間外在校等時間が 100 時間以上となる教職員０を目

指す。 

 

４ 目標達成に向けた具体的な取組 

(1) 時間労働の解消 

市教委が行う取組 

①パソコンで記録する業務記録票を活用し、時間外在校等時間の実態

を把握する。 

②時間外在校等時間の一覧表を校 研等で提示し、 時間労働の解消

を呼びかけ、人事評価制度や学校評価と関連付けて教職員の働き方に

関する意識改革に向けた取組を進める。 

④８月１２  １６日の学校閉庁を実施する。 

令和５年１１月改定 
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学校が行う取組 

・管理職は教職員の在勤時間等の実態を正確に把握する。 

・特に 期休業中は時間外勤務の解消に努める。 

 

(2)業務改善と環境整備に向けた取組 

市教委が行う取組 

②業務量の削減に効果があった取組事例などを各学校に紹介し、業務

の見直しを働きかける。 

③生活支援員、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等

を適正に配置する。 

⑤統合型校務支援システム等のＩＣＴ活用を推進し、事務処理の効率

化に努める。 

 

学校が行う取組 

・学校行事や会議の精選・効率化に努める。 

・特定の職員に負担がかかることがないように校務分掌の平準化を図

る。 

・教諭等が行っている業務の一部を教育行政職員が行い、教育行政職員

の学校経営への参画を進める。 

 

 

 

(3)より適正な部活動のあり方 

市教委が行う取組 

 

 

学校が行う取組 

・管理職は教職員の在校等時間の実態を正確に把握する。 

・ 期休業中は、特に時間外在校等時間の解消に努める。 

 

(2)業務改善と環境整備に向けた取組 

市教委が行う取組 

②業務量や時間外在校等時間の削減に効果があった取組事例などを各

学校に紹介し、業務の見直しを働きかける。 

③生活支援員、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、

教員業務支援員等を適正に配置する。 

⑤１人１台端末や統合型校務支援システム等のＩＣＴ活用を推進し、

授業改善や事務処理の効率化に努める。 

 

学校が行う取組 

・学校行事や会議の精選・効率化に努め、特定の職員に負担がかかるこ

とがないように校務分掌の平準化を図る。 

 

・教諭等が行っている業務の一部を教育行政職員等と分担し、教育行政

職員の学校経営への参画を進める。 

・１人１台端末の効率的な活用により、効果的な授業を行うだけでな

く、教職員の業務改善に取り組む。 

 

(3)より適正な部活動のあり方 

市教委が行う取組 

③部活動において、休日を中心に活動の主体を地域へ移行すべく関係

部局と連携し、取組を進める。 
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学校が行う取組 

・外部の指導者や地域の社会体育を活用し教職員の負担軽減を図る。 

 

 

(4)健康管理体制の充実 

市教委が行う取組 

①医師による面接指導体制を充実させる。 

 

 

学校が行う取組 

・管理職は時間外勤務が１ヶ月８０時間から１００時間未満において、

疲労の蓄積が認められる教職員に対する産業医又は面接指導を行う医

師による面接指導を奨励する。 

・管理職は時間外勤務が１ヶ月１００時間を超えた教職員に対する産

業医による面接指導を奨励する。 

 

 

学校が行う取組 

・部活動指導員の活用や外部の指導者、地域の社会体育活動を活用し教

職員の負担軽減を図る。 

 

(4)健康管理体制の充実 

市教委が行う取組 

①医師による面接指導体制を充実させ、面接指導を受けやすい体制づ

くりを行う。 

 

学校が行う取組 

・管理職は時間外在校等時間が１ヶ月８０時間から１００時間未満に

おいて、疲労の蓄積が認められる教職員に対する産業医等の面接指導

を行う医師による面接指導を奨励する。 

・管理職は時間外在校等時間が１ヶ月１００時間を超えた教職員に対

する産業医による面接指導を受けた結果から必要に応じ産業医等の助

言を受け、就労環境の改善に努める。 
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議案第６３号 

   唐津市星賀わんぱくハウスの廃止について 

 唐津市星賀わんぱくハウス条例（平成１７年条例第３１０号）に定める唐津市星

賀わんぱくハウスの廃止について次のとおり定める。 

  令和５年１１月２２日 提出 

                     唐津市教育委員会 

                      教育長 栗 原 宣 康 

 

唐津市星賀わんぱくハウスは、令和６年３月３１日で廃止とする。 

 

 

提案理由  令和５年９月の定例教育委員会にて協議をおこなった「唐津市星賀わ

んぱくハウスの今後の方針について」に基づき、唐津市星賀わんぱくハ

ウスの廃止を令和６年３月３１日とするものである。 
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唐津市星賀わんぱくハウスの今後の方針について 

 

１ 経緯と今後の方針について 

星賀わんぱくハウスは、平成１６年７月に入野小学校星賀分校が本

校に統合されたことに伴い学校施設からの用途変更を行い、地域住民

の社会教育活動等の増進を図るための施設として開設された。 

現在では、星賀わんぱくハウスの研修棟は、雨漏り等の建物の劣化

がひどく、救命の機器の設置など必要な設備もないうえに、エアコン

や調理施設もないため、何年も利用が無い状態である。運動場につい

ては、地元住民がグラウンドゴルフのみで利用されている。 

唐津市公共施設再配置計画では、本施設は短期で用途廃止となって

おり、現在の施設の状況では、今後開館を継続し利用させることが困

難であるため、令和６年３月末をもって唐津市星賀わんぱくハウスを

廃止としたい。 

 

２ 施設廃止の時期 

  令和６年３月３１日 

  ※令和６年３月市議会に条例の廃止について上程したい。 

 

３ 施設の概要 

（１）設置目的 

地域住民の社会教育活動等の増進を図り、豊かな活力あるまちづ 

くりを推進する。 

（２）施設概要 

・所在地 唐津市肥前町星賀乙２０７２番地 

・敷地面積 ７，４０７㎡ 

・施 設 研修棟、運動場、倉庫その他附帯施設 

研修棟は、鉄筋コンクリート造平屋建 延べ床面積６４２．８３㎡ 
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・位置図及び平面図・・・別添のとおり 

 

４ 利用状況 

  令和４年度 ・・・３団体，延べ１６１日、延べ１，８７３人 

  令和３年度 ・・・３団体，延べ２９６日、延べ３，５５７人 

  令和２年度 ・・・３団体，延べ２９５日、延べ２，６７９人 

  令和元年度 ・・・３団体，延べ２３７日、延べ２，６３２人 

  ※利用については、地元住民によるグラウンドゴルフのみ。 

 

５ その他 

  閉館後の施設の利用については、研修棟は使用不可とし、将来的に解

体する予定。運動場については、地域活性化及び地域住民の健康増進の

ために、星賀区が利用を希望されているため調整を行いたい。 
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